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事務長就任のご挨拶 

 この度５月1日付けで協立温泉病院

の事務部長に着任しました。これまで

26年間、協立病院の検査室で血液形

態学を勉強してまいりました。顕微鏡

を操作するのは得意ですが事務室の仕

事は全くの初心者です。突然の人事発

令で戸惑いましたが皆様のお力をお借

りして少しでも早く前任者に近づきた

いと思っております。まだまだご迷惑をおかけすること

の方が多いとは思いますが自分なりに精一杯頑張ります

ので皆様よろしくご指導をお願いいたします。 

                事務長 高柳 威 

新人職員を迎えて 

 平成18年4月1日、山々の木々が芽吹き、桜の花が咲き誇る中、今年も新入

職者を迎え、新しい出会いがスタートしました。 

 本人たちは不安と期待に胸膨らませての入職、迎える側も同じく不安と期待

が入り混じります。新人研修では「社会人としてのスタートとはタイムカード

を押した瞬間より、医療人となりプロとして職場に入り、患者様と対応する事

となる。ユニホームを着たからには、新人としての象徴となるものは何もな

い。不安な表情・落ち着かない態度・自信のない言葉がけ等は大変失礼な事で

ある。不安を与えることにより、安全で安心の医療サービスの提供に努力する

べし。」と指導いたしております。 

何分、社会人としても医療人としても新人です。皆様には種々のご迷惑をお

かけすることと思いますが、私どもの指導が行き届かない部分はご遠慮なくお

申し出いただければ有り難く存じます。よろしくお願いいたします。 

                       看護部長 長谷 弘子 

病院理念の「基本方針」・「患者様の権利」 

「皆様への協力依頼」が新しくなりました。 

4月1日より医療法人協和会のホームページがリニュ

アルしています。 

・病院理念や患者様の権利・外来予定・入院案内 

・院内案内図・各部署紹介・お見舞いメール受付 

等々 

情報量が大幅にアップしました。 

ホームページの内容等でお気づきの点や 

ご要望がございましたらご遠慮なく当院の広報委員会

まで御連絡くださいませ。 



  ご意見箱よりご意見箱より  
 

ご意見① 

コインランドリーが6Ｆにしかなく

不便。場所もお茶を作っている横な

ので専用の場所があればいいいいと

思う 

「回答① 

「ご不自由をおかけしてもうしわけ

ございません。院内に適切なスペー

スがなく状況的には難しいのが現状

ですが今後の改修にむけて計画には

取り入れる計画です。ご協力をお願

いいたします」 

   

ご意見② 

「いつも主人がお世話になりありが

とうございます。お風呂の日のこと

ですが主人はいつも月曜のお昼と決

まっていますが今頃カレンダー的に

日月と連休が続いて抜けることが多

いようにおもいますし、また、新年

早々お正月2日で抜け、9日も連休

で抜け2週間お風呂なしということ

も考えられご検討いただけないで

しょうか？主人は汗かきですので、

せめてお風呂なしなら先発だけ他の

日でとか月曜お風呂の人を他の日で

少しずつ振り分けるとかよろしくお

願いします。」 

回答② 

「月曜日の午後に入浴日を設定して

いる場合、今までもその前後に入浴

を振り替えたり、清拭で対応してお

りました。その連絡がご家族様に行

われておらず、ご心配をおかけして

申し訳ございません。入浴いただく

曜日や変更事項については出来るだ

けわかりやすく掲示等を行って参り

たいと思います。また、今後はロー

テーションで曜日の変更を行い、そ

の週に必ず入浴いただけるようにシ

ステムを調整いたします。 

 

ご意見③ 

「入院時提出する書類で出身地や最

終学歴の項目がありましたが、これ

らの項目は必要でしょうか？もし必

要でなければ削除してはどうでしょ

うか？」 

回答③ 

「ご指摘ありがとうございます。一

見、関係のないように見える項目で

すが、患者様のコミュニケーション

手段としての基礎情報としていただ

いております。任意になっておりま

すので、ご理解いただけましたらご

協力お願いいたします。 

 

 

貴重な御意見を 

  有難うございました。 

         
去る3月25日、地域住民の方々を対象に「転倒予

防」について講習会を行いました。国政レベルで要

介護者支援事業が展開される中、介護予防事業も全

国で開催されるようになりました。もっぱら「転ば

ぬ先の身体づくり」と評されるように、要介護状態

にならないためにはどうすれば良いか？心身ともに

健康であるには日常どのような生活習慣に心がけれ

ば良いか？  

 一言に「転倒予防」といっても原因はさまざま

で、また転び方も擦り傷レベルから骨折レベルまで

さまざまです。失敗は成功のもと、七転び八起きと

言うように私たちは学習する生き物です。しかし、

加齢とともに身体能力は低下し、

思わぬ状況で転倒することも多く

あります。まず、自分自身の身体

や心身能力を知ることからはじ

め、転倒の要因を理解することで

転倒リスクは軽減できるものと

思っています。         

        

    理学療法士：中埜  勲 
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院内感染防止委員会では、病院内における感染を積極的に阻止する事を使命として活動しています。 

病院長を筆頭に、院内感染の制御を担当する感染管理医師（ICD）である山崎医師や各部門の代表者、総

勢１２名で組織されています。 

主な活動としては、次の様な事を行っています。 

 

①院内感染防止に関する情報収集、調査として院内において検出された菌をリアルタイムで院内ＬＡＮ 

 掲示。週報、月報の作成と報告。 

②科学的根拠に基づいた院内感染防止マニュアルの作成と時代に即した改訂 

③職員に対して院内感染防止の為の教育、啓蒙 

④者様及びご家族に対して、院内感染防止の為の広報活動 

 

尚、当院には院内感染防止委員会と連動して活動する感染制御チーム（ＩＣＴ）と言う組織があります。 

ＩＣＴとは、少人数で実働性の高い感染対策の実行部隊のことです。当院のICTはICD（感染管理医師）

を中心に7名のチームで構成されており、毎日の院内LAN上の感染情報に目を光らせ、感染多発（アウト

ブレーク）を未然に防ぐために対策をリアルタイムで実施し、感染予防の指導をしております。各病棟等

の衛生管理が十分に行なわれているか等を調べるために院内巡回も行なっています。 

以上の様に２つの組織が連携して患者様と職員の安全を守り、患者様の療養生活が安心して送られるよう

に院内感染の防止に全力で取り組んでおります。 

                             協立温泉病院院内感染防止委員会 

院内感染防止委員会の活動 

第3回地域健康講座「転倒予防」 

今年も患者様や職員の様々な願いを込めて各部署で七夕飾りが行われ 

ました。皆様のお願い事をちょっと拝見…。「早くよくなりますよう 

に」「家族で温泉旅行に行きたい」「100歳まで生きたい」「痩せた 

い」「宝くじがあたりますように」「セレブな生活を送りたい」 

        皆様の夢がかないますように！！ 

第４回地域健康講座 「噛んで飲み込むこととは」～誤嚥性肺炎の予防～ 

は７月22日（土）に行われ、65名のご参加をいただき、盛況のうちに終了いたしまし

た。詳細は次号にて御報告させていただきます。 

 

協立温泉病院では年に3回地域健康講座を開催いたします。 

この紙面や、院内掲示等でお知らせいたしますが、郵送でのお知らせをご希望の方は地域

医療福祉相談室までお申し出くださいませ。 

                       地域医療福祉相談室                  

                       072-792-1301内線1150～1153 

「協立温泉病院 夏祭り！！」 
 

今年もお馴染みの温泉病院夏祭りが開催されます。

今年も皆様に楽しんでいただこうと選りすぐりのス

タッフ盆踊りチームが毎日昼休みに練習に励んでい

ます。 

ご家族の方も御一緒にお楽しみくださいね 

 

8月11日（金）ＰＭ13：00から順番に病棟を回

ります。          患者サービス委員会 


